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研究実施計画 

ドーパミンニューロンで働くオーファン核内受容体の活性制御剤でパーキンソン病を治療する

Nurr1: Nuclear receptor related 1 （神経成長因子IB型核内受容体 ） 
 

•  ドーパミンの合成や貯蔵に重要な因子であるチロシンヒドロキシラーゼ（TH）やドーパミ
ン輸送体（DAT）、小胞上のモノアミン輸送体２（VMAT2）、L-アミノ酸脱炭酸酵素
（AADC）などの発現を制御 

•  代謝組織機能の向上や減少、脂質や炭水化物、エネルギー恒常性にも関与
•  Nurr1は、Mash1(Ascl1)、Lmxa1と共にフィブロブラストに導入すると機能するドーパミ
ンニューロンを作れる（Nature,476,224-227(2011) ） 

•  リガンド無しで活性型をとれる「自発活性化型核内受容体」 
 

ヒトの核内受容体全48種

活性化へリックスを押し
のけて結合し、活性を

抑制するアンタゴニスト
の取得を目指す


